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ロシア ・アヴァンギャル ドにおけるファッションおよびテ

キスタイル ・デザインの理念について

常見美紀子

1ロ シア構成主義とデザイン

1920年 代 の芸術 ・デザインにおいては,

専 門,国 籍 を問わ ないおお きな広 が りが

あったことは周知 のことである。特 にロシ

ア構成主義の活動 は,さ まざまな分野にお

よび,当 時は もとより後世にあたえた影響

にははか りしれないものがあった。

ロシァ構成主義の人々は,ト レチャコフ

の生産芸術論1)を 理論的背景 として,「 タ

ブロー画か ら,生 活へ」厂大衆のための芸

術,日 常品のデザインへ」と活動を変えて

いった。その きっかけ となったのが,1921

年9月 モスクワで開催された 「5×5展 」

で,絵 画からすべてのデザインへ と活動 を

移行することを宣言 した2)。 この展覧会で,

彼 らは演劇の革命者メイエルホリ ドと出会

い,後 に数々の舞台装置や実験的舞台衣装

が うまれたのであ る。

2フ ァッシ ョンおよび

テキスタイル ・デザイン

タトリンは,構 成主義の開拓者であり,

また数々の男子服の改良服を提案する。ロ

ドチェンコは構成主義の代表的な美術家,

詩 人マヤコ フスキーとの共同作業 をはじめ,

写真,プ ォ トモ ンタージュなどグラフィッ

ク関係 で活躍する。舞台衣装や婦人服のデ

ザインも手掛 ける。ステパーノヴ ァは画家,

舞 台装置お よび舞台表装,テ キスタイルお

タびフてヅシ ョン ・デザイナーであった。

彼女はポポーワ とともに,「 絵画か ら更紗

へ3)」 と,モ スクワ国立第一織物捺染工場

にてテキスタイル ・デザイ ンに従事 した4)。

これらの構成主義的図案のテキスタイルは,

広 く市場に流通 した。女流画家が,プ リン

トのデザインをす ることで,生 産 と絵画が

結び付 き,彼 女 らの工場 における活動 は,

生 産主義の成果のひとつにかぞえ られた。

ポポーワも,画 家,舞 台装置および舞台衣

装,テ キスタイルおよびファッシ ョン ・デ

ザイナーである。エクステルは画家,舞 台

装置および舞台衣装,テ キスタイルお よび

ファッション ・デザイナーであった。1909

年 パ リにスタジオを開き,ピ カソ,ブ ラッ

ク,ア ポ リネールな どの知遇 をえ た5)。

L・ マヤ コフスカヤは,テ キスタイル ・デ

ザイナーである。エアーブラシによる独 自

の染色法を開発,そ れは1925年 パ リ万国博

覧会 にて銀賞を獲得す る6)。 ラマノヴァは

他の構成主義者が画家出身であるの とは異

な り,革 命前 よ りファッシ ョン ・デザイ

ナーであった。1885年 にはすでに自分のア

トリエを開設,1919～21年 衣 服原型モデル

制作指導員 となる。これより大変早い時期

から工業生産を前提 とす る既製服 を考 えて

いたことが伺える。1925年 パ リ万国装飾博

覧会 にて,グ ランプリ獲得,そ の名はヨー

ロッパやアメリカに も広 く知れ渡 った。彼

女のデザインは,ロ シアフォークロアを基

調 とす るス トレー トなライ ンであった7}。

芸術教育機関であるヴフテマスには,テ キ

スタイル(フ ァッシ ョンを含 む)コ ースが

設置 され,ス テパーノヴァ,エ クステルそ

してマヤコフスカヤが,教 育に携 わった8)。
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3ロ シア構成主義のデザイン理念

ロシア構成主義のデザイナーたちは,ロ

シアのフ ォークロアを基盤に,西 ヨーロッ

パのデザインを否定,他 の どのようなイデ

オロギー とも類似 しないものを もとめ よう

とした。社会主義国家の理想は,階 級制度

を廃 止 し,す べての ひとの平等の実現 に

あった。構成主義者 にとって,そ の社会主

義のイデオロギーをいかに芸術 のなかで実

現するかが課題であった。かれらは,ト レ

チャコフの生産芸術論 にもとついて,「 大

衆のための芸術,日 常品のデザイン」に向

かい,画 家からデザ イナーへ とその活動 を

移 してい くことになる。

日常品のデザインとして,テ キスタイル

とファッシ ョン ・デザインがその対象のひ

とつ となった。「大衆」のためであるから,

よ り多 くの人々にい きわたらせるため には,

大量に生産されることが必要となる。大量

に作るためには,機 械(ミ シン)を 使い,

流れ作業による工業生産が前提となる。従

来の注文服のような一点物としてのデザイ

ンと,工 業生産を前提とする既製服ではお

のずともとめられるデザインは異なってく

るのである。衣服のラインにストレートな

ものを採用した背景には,以 下のような理

由があった。既製服のデザインは,複 製が

可能なものでなければならない。曲線の多

い衣服は,辱裁断も縫製にも熟練を要し,大

量の生産はむずかしい。それゆえ,流 れ作

業による未熟の縫製者にとっても容易であ

る直線に近い線が工業生産に適 している。

また体から離れたストレートなラインは着

る側にとっても融通のきく衣服であり,不

特定多数の人々を対象にする既製服に適し

たデザインである。これは,テ キスタイル

の デ ザ イ ン に もあ て は ま る 。 大 量 の 布 の 生

産 に は,時 間 あ た りの 生 産 性 の 高 い プ リ ン

トが 適 し て い た 。 そ の う え,元 画 家 で あ っ

た デ ザ イ ナ ー た ち に と っ て,キ ャ ンバ ス を

布 地 に か え る だ けで よか った の で あ る。 と

く に プ リ ン トの 図 柄 は,従 来 の 花 柄 の もの

と 異 な り,構 成 主 義 的 幾 何 学 形 態 が 多 用 さ

れ た 。 こ れ は,定 規 や コ ンパ ス で 描 が け る

よ う な 単 純 な 図 柄 で,し か も単 彩 な た め 生

産 性 が 高 く,大 量 生 産 に適 して い た 。 そ れ

らの 図柄 は,お もに 構 成 的 絵 画 風,革 命 の

シ ン ボ リ ッ ク な事 物,機 械 礼 賛,ス ポ ー ッ

礼 賛 を 表 し た も の で あ っ た 。

ロ シ ァ構 成 主 義 の フ ァ ッ シ ョ ンお よ び テ

キ ス タ イ ル ・デ ザ イ ン は と もに,社 会 主 義

思 想 に も と ず く 「大 衆 化 」 「複 製 化 」 を 前

提 とす る デ ザ イ ンで あ っ た 。 大 衆 化 ・複 製

化 を前 提 とす る こ と に よ っ て,手 工 業 的 な

生 産 か ら,工 業 生 産 へ の 変 換 を余 儀 な くさ

れ た 。 つ ま り 「生 産 方 法 の 変 化 」 が,「 デ

ザ イ ン の 変 化 」 を 導 き だ し た の で あ る 。19

世 紀 的 な 装 飾 の香 りが 残 る デ ザ イ ン か ら,

モ ダ ン ・デ ザ イ ンへ と歩 み は じめ た の で あ

る 。
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